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【学校教育目標】未来を創る子
【育てたい資質・能力】新しい考えを創り出す力

他者と協働する力
自己を振り返り、主体的に行動する力

ありがとうの気持ちを大切に！
校長 大内 幹夫

２月10日に「感謝の会」を計画しています。「感謝の会」は、読み聞かせやお掃
除、安全な登下校などでお世話になった方へ感謝の気持ちを伝える会です。また、
今月は、学校のリーダーとして活躍してくれた６年生に感謝
の気持ちを伝える児童会行事も計画されています。こどもた
ちは、感謝の気持ちをきちんと伝えることで、次に向かって
しっかりと前に進むことができると考えています。本校の教
育活動にかかわってくださった様々な方々、本当にありがと
うございました。今後も、よろしくお願いします。

（２月芙蓉の集いから）
皆さんは、誰かに何かいただいたときや何かしてもらったとき、何と言いますか？

おそらく、「ありがとう」「ありがとうございます」と感謝の言葉を言うと思います。
では、ここで問題です。「ありがとう」の反対の言葉って何でしょうか？近くの

人と相談してもいいです。
正解は、「当たり前」です。
以前、私が勤めていた学校の６年生が地域の方に、80年ほど前、日本が戦争をし

ていた時の話を聞きました。地域の方は、「当時は食べるものがなくて、お腹が減
るとお芋のつるをかじっていたこともあったよ。だから今、こうして毎日当たり前
にいろいろなものが食べられて本当に幸せ。本当にありがとうと思う。」と話して
くれました。
そこで、その学校の６年生は、「毎日ご飯が食べられることに『ありがとう』と

思わないのは、すべてが『当たり前』になっちゃっているんだ。」と気がつきまし
た。
その後、６年生は、地域の人に聞いた戦争の話をもとに、みんなで身の回りの「当

たり前」を探してみました。
・給食が食べられること
・トイレが使えること
・家族がそばにいること
・今、生きていること
こうしてあげてみると、「当たり前」と思ってしまっていることはたくさんあり

そうですね。
ということは、「ありがとう」もたくさんあるということです。
そのことを知っていれば、誰かに何かをいただいたり、何かしてもらったりしな

くても、どんなときでも感謝の気持ちをもち続けることができます。
いろいろなことに「ありがとう」の気持ちをもつと、幸せな気持ちで生活できる

と思います。上野小の学校教育目標は「未来を創る子」です。みんなが幸せな気持
ちで生活できる、そういう未来も創って欲しいなと思います。



グランドデザインとの関わり

【２月の行事予定】 【３月の行事予定】
１日（土） 富士山学習PARTⅡ発表会 ３日（月） 特４日課

会場：上野中体育館 ４日（火） 交通安全学習１年
４年生代表児童参加 ５日（水） 普４日課

３日（月） 芙蓉の集い ６日（木） 普４日課
４日（火） 朝トトロ ７日（金） １～４年…普４日課
５日（水） 校納金振替日 １０日（月） 特４日課
７日（金） 道徳の日 １１日（火） 普４日課 朝トトロ

１０日（火） 授業参観(低学年② 高学年③) １２日（水） ひばり号
上野小150周年記念祭(6-1主催) １３日（木） 普５日課
感謝の会 １４日（金） 普４日課

１２日（水） ひばり号 学年末懇談会１～３年…13:35
１３日（木） 新入生入学説明会 ４～６年…14:20
１８日（火） 交通安全学習６年 １７日（月） 特４日課 給食最終日
２１日（金） ありがとうの会 お弁当の日 １８日（火） 普３日課 修了式
２５日（火） 朝トトロ 委員会活動 １９日（水） 卒業式 特別日課

ﾍﾞﾙｱﾙﾊﾟｯｸの日 ２０日（木） 春休み～４／７（月）
２６日（水） ひばり号 ２６日（水） ひばり号
２７日（木） 卒業式会場設営

２月の学校司書来校日《２／３・４・１４・１７》
※行事等が変更、延期、中止になる時は、メール等でお知らせします。
※学校ホームページ
http://www.fujinomiya-shizuoka.ed.jp/e-school/17ueno/ もご覧ください。

◎のばそう 自分の力 ◎かかわろう えがおで

全校児童で、バトンタッチ集会を開催しました。６・５年生を中心に、上野小学校が
より良くなるよう、委員会活動を行ってきましたが、５・４年生にバトンタッチしまし
た。６年生のサポートを受けながら、上野小学校が更にアップグレードできるよう、ア
イデアを出し合っていきます。

◎地域・外部支援者との連携
学校評議員会を

開催しました。上
野小・中学校の学
校評議員の皆様に
お 集 ま り い た だ
き、今年度の学校
経営の反省と来年
度の計画について
貴重なご意見をい
ただきました。

◎地域・外部支援者との連携
各教科で、こどもたちが安全・安心し

て活動できるよう、ご支援いただきまし
た。ありがとうございます。


